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著
者
の
中
川
氏
と
評
者
と
は
、
と
も
に
一
九
七
〇
年
代
の
後
半
生
ま
れ

で
同
世
代
で
あ
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
こ
の
世
代
が
学
部
生
時
代
を
過
ご

し
た
世
紀
転
換
期
当
時
は
、
新
し
い
歴
史
教
科
書
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
歴

史
修
正
主
義
の
声
が
喧
し
か
っ
た
一
方
、
こ
の
動
き
に
対
抗
し
て
「
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
超
え
る
」「
国
境
を
越
え
る
」
と
い
っ
た
標
語

を
掲
げ
、
一
国
史
観
の
超
克
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
如
何
を
め
ぐ
る
議

論
も
盛
ん
だ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
お
よ
そ
二
〇
年
。
政
治
目
的
あ
り
き
の
歴

史
研
究
か
ら
は
距
離
を
置
き
た
い
と
願
い
つ
つ
、
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
来
し
方
を
冷
静
に
見
定
め
よ
う
と
努
め

て
き
た
、
そ
う
い
う
研
究
者
と
し
て
の
試
行
錯
誤
の
道
程
は
、
あ
る
い
は

著
者
と
評
者
に
共
通
の
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
氏
に
よ
っ
て

研
究
が
ま
す
ま
す
深
め
ら
れ
、
本
書
の
続
編
と
な
る
論
考
が
次
々
生
み
出

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

 

（
東
義
大
学
校
助
教
授
）

水
谷
悟
著

『
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
の
思
想
運
動

　
─
茅
原
華
山
と
大
正
地
方
青
年
』

（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
五
年
）

神
谷

　
昌
史

一

　

近
年
の
近
代
日
本
思
想
史
研
究
に
お
い
て
、
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
と
関
連
し

た
も
の
は
盛
況
を
極
め
て
い
る
印
象
が
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
こ
二
、
三
年

ほ
ど
で
出
版
さ
れ
た
成
果
と
し
て
思
い
つ
く
も
の
を
挙
げ
て
み
て
も
、
佐

藤
卓
己
氏
の
編
著
を
含
め
た
著
作
（『『
図
書
』
の
メ
デ
ィ
ア
史

─
「
教
養

主
義
」
の
広
報
戦
略
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
同
他
編
『
日
本
の
論
壇
雑

誌

─
教
養
メ
デ
ィ
ア
の
盛
衰
』
創
元
社
、
二
〇
一
四
年
、
同
編
『
青
年
と
雑

誌
の
黄
金
時
代

─
若
者
は
な
ぜ
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
の
か
』
岩
波
書
店
、
二

〇
一
五
年
）、
雑
誌
を
中
心
と
し
た
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
対
象
と
し

た
大
澤
聡
『
批
評
メ
デ
ィ
ア
論

─
戦
前
期
日
本
の
論
壇
と
文
壇
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）、
本
誌
第
四
五
号
に
宇
野
田
尚
哉
氏
の
書
評
が
掲

載
さ
れ
た
根
津
朝
彦
『
戦
後
『
中
央
公
論
』
と
「
風
流
夢
譚
」
事
件

─

「
論
壇
」・
編
集
者
の
思
想
史
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど

を
は
じ
め
、
数
え
上
げ
る
と
き
り
が
な
い
。

　

メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
進
展
が
思
想
史
研
究
に
も
波
及
し
て
い
る
か
ら
な

日本思想史学48-書評【念校】　　［出力］ 2016年9月30日　午後4時26分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



日本思想史学48〈2016〉　226

の
か
、
そ
れ
と
も
相
互
に
関
連
し
て
進
ん
で
き
て
い
る
の
か
は
さ
だ
か
で

は
な
い
が
、
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
と
す
る
思
想
史
研
究
が
大
き
な
流
れ

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
く
、
日
本
思
想
史
学
会
二
〇
一
六

年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
が
「
思
想
史
の
な
か
の
〈
雑
誌
〉
メ

デ
ィ
ア
」
で
あ
る
の
も
こ
う
し
た
潮
流
と
深
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
本
書
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
に

茅
原
華
山
た
ち
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
を
対
象
に
、

日
露
戦
後
の
国
内
外
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
雑
誌
の
作
り
手
側
と
そ
れ

を
受
け
取
る
読
者
の
「
思
想
的
連
関
の
実
像
」
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

二

　

本
書
は
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

序　

章　

本
研
究
の
視
点

　

第
一
章　
「
益
進
主
義
」
の
思
想
形
成

─
茅
原
華
山
に
即
し
て

　

第
二
章　
「
第
三
帝
国
」
の
創
設

　

第
三
章　
「
第
三
帝
国
」
の
理
論
と
実
践

　

第
四
章　
「
第
三
帝
国
」
の
思
想
圏

　

終　

章　

大
正
地
方
青
年
と
雑
誌
『
第
三
帝
国
』

　

序
章
は
一
枚
の
写
真
か
ら
始
ま
る
。
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
を
刊
行
し
て

い
た
益
進
会
の
東
北
講
演
旅
行
の
際
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
写
真
か
ら
、

益
進
会
の
目
が
地
方
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
と
も
に
、
地
方
支
部
が

単
な
る
受
け
手
で
は
な
く
講
演
会
を
主
催
し
様
々
な
運
動
を
実
践
す
る
存

在
で
あ
り
、
発
信
者
と
受
信
者
と
の
相
互
連
関
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。
著
者
の
水
谷
氏
は
、
先
行
研
究
を
紹
介
し
つ
つ
、「
雑
誌
媒
体
を

基
軸
と
し
た
思
想
運
動
に
は
、
従
来
の
方
法
で
は
す
く
い
上
げ
ら
れ
な
い
、

よ
り
広
範
な
国
民
の
「
国
家
」
へ
の
思
い
を
捉
え
る
可
能
性
が
伏
在
し
て

い
る
」（
一
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
従
来
の
方
法
」、
つ
ま
り
「
内
在

的
な
論
理
構
造
を
分
析
し
て
い
く
よ
う
な
方
法
」（
一
七
頁
）
で
は
頂
点

思
想
家
の
み
し
か
扱
え
ず
、
ま
た
「
民
衆
思
想
史
」
は
「
方
法
論
的
自
覚

に
は
乏
し
い
」（
同
）
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
著
者
が
採
っ
た
方
法
は
「
雑

誌
メ
デ
ィ
ア
を
介
在
し
た
思
想
運
動
、
そ
こ
に
お
け
る
記
者
と
読
者
の
関

係
を
」
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
著
者
は

『
第
三
帝
国
』・
益
進
会
と
そ
の
読
者
と
い
う
「
集
団
の
思
想
史
」「
運
動

の
思
想
史
」
に
着
手
す
る
。

　

第
一
章
で
は
『
第
三
帝
国
』
の
「
求
心
力
」
と
さ
れ
る
茅
原
華
山
の
中

心
的
な
思
想
で
あ
る
「
益
進
主
義
」
の
形
成
に
つ
い
て
考
究
さ
れ
る
。
ま

ず
、
茅
原
の
思
想
形
成
の
画
期
と
し
て
明
治
三
四
年
〜
三
六
年
の
『
長
野

新
聞
』
主
筆
時
代
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
文
明
の
進
歩
に
対
す
る
貢
献
を

常
に
意
識
し
て
い
た
茅
原
は
、
個
人
の
生
活
の
充
実
が
、
共
同
体
、
さ
ら

に
は
「
天
下
国
家
」
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
地
方
の
青
年

層
に
社
会
を
牽
引
す
る
存
在
と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
日
露
戦
後
の

青
年
た
ち
は
国
家
・
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
た
が
、
教

育
と
実
業
の
調
和
、
実
業
教
育
の
拡
充
に
よ
り
、
地
方
青
年
を
社
会
の
担
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い
手
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
を
茅
原
は
主
張
し
た
。

　

ま
た
、
時
は
帝
国
主
義
論
全
盛
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
茅
原
は
商
工
業

の
拡
充
に
よ
っ
て
国
際
的
な
生
存
競
争
の
中
で
生
き
残
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
。
明
治
三
八
年
か
ら
の
五
年
間
の
洋
行
で
、
茅
原
は
「
西
洋
文
明
を

相
対
化
す
る
視
座
を
確
立
し
、
文
明
へ
の
認
識
を
深
め
て
い
く
」（
四
九

頁
）。
西
洋
社
会
が
生
活
問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
遭
遇
し
、
東
西

文
明
の
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
相
互
補
完
に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
を
構
想

し
た
茅
原
は
、「
生
活
」
と
い
う
視
点
か
ら
文
明
の
捉
え
直
し
を
図
っ
て

い
き
、
こ
れ
が
の
ち
の
「
益
進
主
義
」
の
原
型
と
な
る
。

　
「
益
進
主
義
」
と
は
元
々
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
メ
リ
オ
リ
ズ
ム
（M

elio-

rism

）
の
訳
語
で
あ
り
、
茅
原
は
現
状
を
批
判
し
つ
つ
苦
闘
し
て
計
画
を

新
た
に
し
て
い
く
思
考
態
度
の
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
や
オ

イ
ケ
ン
の
影
響
も
受
け
な
が
ら
、
茅
原
の
「
益
進
主
義
」
は
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
。「
益
進
主
義
」
は
日
露
戦
後
の
青
年
層
の
国
家
と
の
乖
離
を
修

復
し
、
自
立
し
た
個
人
と
し
て
実
生
活
か
ら
政
治
へ
と
自
我
を
拡
充
す
る

こ
と
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
二
章
は
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
の
創
刊
が
取
り
扱
わ
れ
る
。
ま
ず
地
方

の
青
年
た
ち
が
益
進
会
の
同
人
と
な
る
ま
で
の
過
程
が
検
討
さ
れ
る
。
石

田
友
治
、
松
本
悟
朗
、
野
村
善
兵
衛
（
隈
畔
）、
鈴
木
正
吾
ら
は
様
々
な

教
育
を
通
過
し
、
茅
原
の
も
と
に
結
集
し
て
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）

一
〇
月
『
第
三
帝
国
』
を
創
刊
す
る
に
至
っ
た
。
創
刊
の
趣
旨
と
し
て

「
生
の
飛
躍
を
試
み
、
国
家
の
旧
組
織
を
打
破
し
て
、
更
に
新
な
る
第
三

帝
国
を
創
造
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
」「
吾
人
は
国
家
そ
れ
自
ら
を
始

め
国
家
の
各
機
関
を
生
活
化
せ
ず
ん
ば
止
ま
ざ
ら
ん
と
欲
す
」
と
創
刊
号

の
巻
頭
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
一
一
九
頁
よ
り
再
引
）。
第
二
節
で
は
同
人

の
経
歴
や
益
進
会
の
構
成
も
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

続
く
第
三
節
で
は
「
地
方
青
年
読
者
た
ち
の
「
益
進
」

─
「
投
書
」

「
交
歓
」「
通
信
」」
と
し
て
、
同
誌
に
設
け
ら
れ
た
投
書
欄
に
寄
せ
ら
れ

た
読
者
の
投
書
を
検
討
し
、『
第
三
帝
国
』
が
地
方
青
年
に
支
持
さ
れ
た

理
由
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
誌
の
投
書
欄
に
は
、
地
方
青
年
か

ら
、
学
校
教
育
や
軍
隊
生
活
、
地
方
社
会
の
改
善
、
官
僚
政
治
批
判
や
選

挙
権
拡
張
な
ど
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
投
書
の
検

討
に
よ
り
、
筆
者
は
読
者
が
同
誌
に
求
め
て
い
た
の
は
「
自
我
と
社
会
と

の
調
和
」
で
あ
る
と
し
、「
益
進
主
義
」
の
思
想
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

分
析
し
て
い
る
。
ま
た
投
書
欄
で
の
読
者
間
の
交
流
が
着
目
さ
れ
て
交
歓

欄
が
新
設
さ
れ
、「
同
人
よ
り
読
者
へ
」「
読
者
よ
り
同
人
へ
」
と
両
者
の

意
見
交
換
の
場
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
投
書
欄
や
交
歓
・
通
信
欄
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
誌
は
作
り
手
か
ら
の
一
方
通
行
で
は
な
く
、

同
人
と
読
者
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
た
と
す

る
。
著
者
は
、
読
者
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
同
誌
が
応
答
す
る
こ
と
か
ら
、

実
践
運
動
が
展
開
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
三
章
「「
第
三
帝
国
」
の
理
論
と
実
践
」
は
、
誌
上
で
の
論
争
や
普

通
選
挙
運
動
を
検
討
す
る
の
と
と
も
に
、
読
者
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
茅
原
の
唱
え
た
新
憲
政
擁
護
運
動
は
、
政
治
的
に
覚
醒
し
始

め
た
地
方
青
年
た
ち
の
不
満
な
ど
を
吸
収
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
メ
デ

ィ
ア
が
作
り
出
せ
な
か
っ
た
読
者
と
の
つ
な
が
り
を
創
出
し
、
一
方
通
行
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で
は
な
い
政
治
運
動
の
実
現
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ

う
し
た
政
治
運
動
と
同
時
に
、『
第
三
帝
国
』
誌
面
で
は
多
く
の
論
争
が

戦
わ
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
思
想
は
こ
う
し
た
運
動
と
論
争
に
よ
っ
て
具
現

化
さ
れ
て
い
た
と
著
者
は
論
じ
て
い
る
。

　

ま
た
益
進
会
の
秋
田
県
内
の
三
つ
の
支
部
を
事
例
と
し
、『
第
三
帝
国
』

の
支
持
基
盤
が
分
析
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
構
成
員
か
ら
成
り
立
っ
て
お

り
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
追
う
こ
と
で
、
読
者
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
上
か
ら
の
地
域
再
編

で
は
な
く
、
地
域
の
自
立
化
・
活
性
化
を
志
向
す
る
青
年
層
が
『
第
三
帝

国
』
の
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
。
し
か
も
政
治
的
な
面

だ
け
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
「
情
念
」
を
も
同
誌
の
言
論
と
実
践
に
よ
り
導

き
出
さ
れ
た
と
読
み
解
か
れ
て
い
る
。

　

第
三
節
で
は
普
通
選
挙
請
願
運
動
か
ら
「
模
範
選
挙
」
運
動
へ
の
実
践

が
検
討
さ
れ
る
。
特
に
大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
の
第
一
二
回
総
選
挙

に
お
い
て
立
候
補
し
た
茅
原
が
一
切
の
選
挙
活
動
を
行
わ
な
い
「
模
範
選

挙
」
を
試
行
し
た
真
意
は
、
金
権
政
治
と
形
式
的
政
党
政
治
へ
の
批
判
で

あ
り
、
あ
る
べ
き
選
挙
像
を
国
民
に
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

一
連
の
「
模
範
選
挙
」「
模
範
落
選
」
に
よ
り
茅
原
と
石
田
の
間
に
亀

裂
が
生
じ
、
益
進
会
は
分
裂
す
る
。
最
後
の
第
四
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
は
茅
原
の
「
変
節
」
が
原
因
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
選
挙
運

動
へ
の
見
解
の
相
違
や
、『
第
三
帝
国
』
を
め
ぐ
る
財
政
上
の
内
紛
が
要

因
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
分
裂
騒
ぎ

が
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
支
持
基
盤
を
喪
失
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

益
進
会
の
分
裂
は
失
望
と
喪
失
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、『
第
三
帝

国
』
が
目
指
し
た
も
の
は
継
承
さ
れ
た
と
す
る
の
が
第
二
節
・
第
三
節
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
野
村
隈
畔
、
金
子
洋
文
、
室
伏
高
信
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
野
村
隈
畔
は
茅
原
が
「
益
進
主
義
」
に
お
い
て
自
立
し
た
個
人
を
追

い
求
め
た
こ
と
を
受
け
継
ぎ
、
自
我
論
の
展
開
と
「「
絶
対
自
由
」
の
希

求
」
に
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
「
社
会
批
判
」「
国
家
批
判
」
を
示
し
た
と

さ
れ
る
。

　

金
子
洋
文
は
『
第
三
帝
国
』
の
熱
心
な
読
者
で
あ
っ
た
。
金
子
は
茅
原

お
よ
び
武
者
小
路
実
篤
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
、
両
者
の
「
相
剋
」
に

悩
み
つ
つ
、
や
が
て
真
摯
に
働
く
生
産
者
た
る
「
若
き
農
夫
」
を
発
見
し
、

『
種
蒔
く
人
』
を
創
刊
す
る
に
至
る
。「
若
き
農
夫
」
は
茅
原
と
武
者
小
路

の
間
で
葛
藤
し
て
い
た
金
子
が
両
者
の
「
調
和
を
期
し
た
「
人
間
生
活
」

を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
著
者
は
「
若
き
農
夫
」
こ
そ
、
茅
原

が
示
し
て
い
た
「
普
遍
共
通
の
心
（
ユ
ニ
ヴ
ァ
サ
ル
、
マ
イ
ン
ド
）」
に

連
な
る
人
間
像
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

室
伏
高
信
は
茅
原
華
山
に
影
響
を
受
け
て
思
想
形
成
を
行
っ
た
文
明
批

評
家
で
あ
る
。
室
伏
は
民
本
主
義
論
争
に
参
入
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
彼
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
茅
原
の
議
論
を
継
承
し
て

い
る
と
著
者
は
見
て
お
り
、
室
伏
の
説
く
「
生
命
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
茅

原
の
「
益
進
主
義
」
の
社
会
観
を
「
継
承
・
発
展
さ
せ
た
政
治
論
」
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

　

終
章
で
は
、
益
進
会
分
裂
が
は
っ
き
り
し
た
と
き
に
第
一
期
『
第
三
帝

国
』
は
使
命
を
終
え
た
が
、「
思
想
集
団
」
と
し
て
の
活
動
が
与
え
た
影
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229　書　評

響
は
大
き
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
改
め
て
本
書
で
設
定
さ
れ
た
課
題

が
ど
の
よ
う
に
解
明
さ
れ
た
の
か
が
確
認
さ
れ
、
今
後
の
課
題
が
提
示
さ

れ
て
幕
が
閉
じ
ら
れ
る
。

三

　

本
書
に
つ
い
て
雑
駁
に
概
観
し
て
き
た
が
、
次
い
で
評
者
の
感
想
と
気

に
な
っ
た
点
を
い
く
つ
か
記
し
て
お
き
た
い
。

　

評
者
に
と
っ
て
、
茅
原
華
山
と
い
う
思
想
家
は
、
興
味
深
く
は
あ
る
が

読
ん
で
み
る
と
少
々
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
く
、
茫
漠
と
し
た
議
論
を
展
開

す
る
大
風
呂
敷
を
広
げ
る
タ
イ
プ
の
文
明
批
評
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
著
者
の
研
究
に
よ
っ
て
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
、
鮮
明
な
像
を

与
え
ら
れ
た
と
感
じ
た
。
最
初
期
か
ら
の
茅
原
華
山
の
思
想
展
開
が
丁
寧

に
追
わ
れ
て
お
り
、
よ
う
や
く
茅
原
の
姿
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
た
よ
う

に
思
う
。
ま
た
、『
第
三
帝
国
』
と
い
え
ば
茅
原
華
山
ば
か
り
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
な
と
こ
ろ
、
石
田
友
治
ら
益
進
会
同
人
に
も
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
そ
の
実
像
を
明
確
に
し
た
こ
と
は
非
常
に
意
義
の
あ

る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
本
書
の
白
眉
は
、
地
方
青
年
読
者
の
実
態
が
解
明
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
ろ
う
。『
第
三
帝
国
』
の
誌
面
を
丁
寧
に
読
み
解
き
、
投
書
欄
・

交
歓
欄
・
通
信
欄
を
詳
細
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
は
大
変
興
味
深
か
っ
た
。

読
者
で
あ
る
青
年
層
の
葛
藤
や
煩
悶
が
生
々
し
く
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

よ
う
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
第
三
帝
国
』
の
支
持
基
盤
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
べ
く
秋
田
県
内
の
支
部
に
つ
い
て
現
地
の
資
料
や
聞
き
取
り
調
査
な

ど
を
も
と
に
し
て
分
析
し
た
部
分
は
、
事
例
は
秋
田
県
一
県
に
限
定
さ
れ

て
は
い
る
が
、
強
い
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。

　

気
に
な
っ
た
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
読
ん
で
い
て
わ
か
り
や
す
い
書
物
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と

つ
に
、
序
章
に
お
い
て
、
ま
た
各
章
・
各
節
に
お
い
て
課
題
が
明
示
さ
れ
、

そ
れ
を
解
き
明
か
す
方
法
も
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
重

要
な
点
は
何
度
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
読
者
に
対
し
て
大
変

親
切
で
あ
る
の
だ
が
、
反
面
で
繰
り
返
し
が
多
い
印
象
も
与
え
る
。
読
み

や
す
さ
・
わ
か
り
や
す
さ
と
、
無
駄
の
な
い
叙
述
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
に

く
い
と
は
思
う
が
、
も
う
少
し
刈
り
込
ん
で
も
よ
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　

気
に
な
っ
た
二
つ
目
の
点
は
、
対
象
に
密
着
し
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
茅
原
華
山
に
し
て
も
、
野
村
隈

畔
や
室
伏
高
信
に
し
て
も
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
比
類
な
き
「
頂
点
思
想

家
」
の
よ
う
に
見
え
、
ま
る
で
「
善
玉
」
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
印
象

が
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
野
村
隈
畔
の
描
か
れ
方
で
あ
る
。
著
者
は
野
村
の
思
想
に
つ

い
て
「
近
代
的
自
我
に
対
す
る
根
源
的
な
批
判
を
内
包
す
る
彼
の
思
想
」

（
二
七
四
頁
）、「
近
代
合
理
主
義
へ
の
根
源
的
な
批
判
と
〔
中
略
〕
資
本
主

義
社
会
の
理
不
尽
さ
に
対
す
る
徹
底
抗
戦
」（
二
八
五
頁
）、「
内
的
世
界

へ
の
沈
潜
に
よ
り
政
治
・
社
会
的
価
値
を
根
源
的
に
批
判
し
た
と
い
う
点

に
お
い
て
、
も
っ
と
も
原
理
的
か
つ
急
進
的
な
国
家
批
判
を
示
し
て
い

た
」（
二
八
九
頁
）
と
評
し
て
い
る
。
著
者
は
野
村
の
著
作
を
丁
寧
に
読

み
込
ん
だ
上
で
、
野
村
の
論
理
に
内
在
的
な
理
解
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
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あ
る
。
た
し
か
に
野
村
の
述
べ
て
い
る
こ
と
を
ま
と
め
る
と
著
者
の
い
う

通
り
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
評
価
や
位
置
づ
け
と
い
う
点
で
あ
ま

り
に
野
村
の
論
理
に
密
着
し
過
ぎ
、
寄
り
添
い
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　

か
つ
て
飯
田
泰
三
氏
は
未
刊
の
博
士
論
文
に
お
い
て
大
正
期
文
明
批
評

家
の
基
本
動
向
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
自
我
と
共
同
体
の
〝
ロ
マ
ン
的
合
一

化
〟
志
向
を
指
摘
し
、
そ
の
典
型
例
と
し
て
野
村
隈
畔
を
取
り
上
げ
た
。

飯
田
氏
に
よ
れ
ば
、
自
我
と
外
界
と
の
乖
離
・
疎
隔
が
強
く
意
識
さ
れ
る

と
、
そ
の
状
態
に
耐
え
切
れ
ず
、
今
こ
こ
に
な
い
状
態
を
憧
憬
し
、
そ
こ

に
合
一
化
を
求
め
て
い
く
と
い
う
。
そ
し
て
そ
う
し
た
ロ
マ
ン
主
義
的
合

一
化
志
向
に
お
い
て
、「
自
我
」
や
「
主
体
」
と
い
う
観
念
自
体
に
意
味

の
転
換
が
な
さ
れ
、
疎
隔
の
感
覚
の
な
い
外
界
と
の
つ
な
が
り
を
指
す
言

葉
に
な
る
と
い
う
。
野
村
隈
畔
の
「
自
由
」
は
飯
田
氏
の
指
摘
す
る
通
り

の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
自
由
と
は
絶
対

的
で
無
制
限
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
制
約
や
枠
組
み
が
存
在
す
る
か

ら
こ
そ
意
味
を
持
つ
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
野
村
は
制
約
や
限

定
の
な
い
自
由
を
欲
す
る
。
そ
れ
は
実
現
不
可
能
な
、「
今
こ
こ
」
で
は

な
い
ど
こ
か
・
何
か
に
融
合
し
た
い
と
い
う
欲
望
な
の
で
あ
っ
て
、
果
た

し
て
「
近
代
合
理
主
義
へ
の
根
源
的
な
批
判
」
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

四

　

最
後
に
は
気
に
な
る
点
と
い
う
か
、
批
判
め
い
た
こ
と
を
記
し
た
が
、

本
書
が
高
度
な
達
成
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
著
者
は
本
書
の

課
題
を
以
下
の
三
つ
と
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
茅
原
お
よ
び
『
第
三
帝

国
』
を
刊
行
し
て
い
た
益
進
会
が
唱
え
て
い
た
「
益
進
主
義
」
を
「
思
考

様
式
の
レ
ベ
ル
で
定
位
す
る
こ
と
」（
一
四
頁
）、
二
つ
目
は
益
進
会
の
思

想
集
団
と
し
て
の
存
在
形
態
お
よ
び
『
第
三
帝
国
』
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
、
三
つ
目
は
言
論
の
内
容
と
実
践
の
関
係
を
時
代
状
況
の
中
で

押
さ
え
た
う
え
で
益
進
会
同
人
と
地
方
青
年
・
読
者
と
の
関
連
を
解
明
す

る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
課
題
は
見
事
に
達
成
さ
れ
て
お
り
、
単

な
る
メ
デ
ィ
ア
史
の
領
域
を
取
り
込
ん
だ
思
想
の
検
討
で
は
な
い
、「
集

団
の
思
想
史
」「
運
動
の
思
想
史
」
と
し
て
優
れ
た
成
果
で
あ
る
と
い
え

る
。

 

（
滋
賀
文
教
短
期
大
学
教
授
）
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